
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

斑
鳩
町
の
家
計
簿

	

～
平
成
26
年
度
財
政
状
況
～

―
― 

特
集

10	

ま
ち
の
話
題

12	

あ
な
た
に
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
じ
ま
り
ま
す

14	

い
に
し
え
の
風	

～
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

15	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の		

地
球
と
な
か
よ
し

16	

協
働	

～
住
民
活
動
団
体
の
取
り
組
み
紹
介
～

17	

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
提
案
事
業

18	

ま
ち
の
情
報

25	

毎
年
11
月
12
日
～
25
日
は

	

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

	

運
動
期
間

26	

ほ
け
ん
だ
よ
り

28	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 5

11
No. 602

いかるが

「斑鳩幼稚園」

「斑鳩東幼稚園」

「斑鳩西幼稚園」

みんな
　元気いっぱい！
楽しく、一生懸命
　頑張りました！
～ 町立幼稚園運動会 ～
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斑
鳩
町
の
家
計
簿

斑
鳩
町
の
家
計
簿

斑
鳩
町
の
家
計
簿

〜 
平
成
26
年
度
財
政
状
況 

〜

　
平
成
26
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、

９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

大
切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

た
の
か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

おもな用語チェック

町税
28億8,637万円

町民税　14.5億円
固定資産税
　　　　11.3億円
都市計画税
　　　　1.3億円
　　　　　　など

臨時財政対策債
　　　4.7億円
施設整備関係
　　　0.2億円
道路・農道関係
　　　0.3億円
 　　　など

地方消費税
交付金
2億2,464万円

地方交付税
24億4,031万円

国・県支出金
14億9,682万円

町債
　5億5,370万円

その他の
交付金など
1億9,552万円

繰越金
7億6,957万円

使用料および
手数料
2億1,234万円

その他の収入
2億1,597万円

給

前月
からの
繰越金

自主
財源

依存
財源

料

親

か

き
せ

ら
の
援 助

雑収入

新 なた
借 入金

従来分
　　　1.8億円
社会保障財源分
　　　0.4億円

地方交付税
24億4,031万円

歳入 89億9,524万円

その他
　25万円

普通建設事業費
8億840万円

人件費
15億2,334万円

公債費
9億8,347万円

扶助費
13億932万円

　物件費
17億5,675万円

積立金
　1,710万円

繰出金
10億5,909万円

維持補修費
1億2,290万円

補助費等
 9億2,673
　　　　万円

生

そ
の
他
生

活

費

活
費

家の
増

改築 費

歳出 85億735万円

■歳入の主な用語録
町税　みなさんが納めた町民税、固定資産税、都市計画税など。なお、都市計画税は、目的税として都市計画事業にあてられます。　　　
町債　大きな事業を行うための国や金融機関からの借入金
地方交付税　所得税など、国が徴収した税金のなかから町の財政状況に応じて交付される交付金
地方消費税交付金　�地方消費税の中から交付されるお金。なお、社会保障財源分は、消費税率引上げ分として、社会保障施策に要する経費

にあてられます。
■歳出の主な用語録
人件費　職員や特別職の給与、議員および各委員会の委員報酬� 繰出金　国民健康保険などの特別会計へ繰り出して使ったお金
扶助費　児童手当、　子ども・老人・重度障がい者の医療費助成金など� 補助費等　各種事業や団体への補助金や負担金
公債費　町債（借入金）の返済金� 維持補修費　公共施設の修繕料など
物件費　光熱水費や消耗品費、業務委託料など� 普通建設事業費　道路の整備などに使ったお金

一般会計決算



3 2015.11.  広報 

平成26年度の決算

〈平成26年度会計別決算〉

●１か月の総支出…30万１千円（来月への繰越金1万7千円）
斑 鳩 家 の 支 出 支出額（円） 構成比（％） 平成26年度の歳出

生活費
食 費 54,000 18.0 人件費
医療費、教育費など 46,000 15.3 扶助費
ロ ー ン の 返 済 35,000 11.6 公債費

その他
生活費

光熱水費・消耗品費など 62,000 20.6 物件費
家 の 修 繕 費 4,000 1.3 維持補修費
自治会費・スポーツ
ク ラ ブ 会 費 な ど

33,000 11.0 補助費等

貯 金 1,000 0.3 積立金
子どもへの仕送り 37,000 12.3 繰出金

家 の 増 改 築 費 29,000 9.6 普通建設事業費
合　　　　計 301,000 100.0

町の一般会計決算を、家計簿に置き換えてみました

●１か月の総収入 … 31万８千円
斑 鳩 家 の 収 入 収入額（円） 構成比（％） 平成26年度の歳入

給 　 　 　 　 　 　 　 料 102,000 32.1 町税

雑　　　 収　　　 入

内職・パート収入や不動
産収入、貯金の取崩し　

15,000 4.7
使用料および手数料

その他の収入

前 月 か ら の 繰 越 金 27,000 8.5 繰越金

親 せ き か ら の 援 助 154,000 48.4

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金など

新 た な 借 入 金 20,000 6.3 町債
合　　　　計 318,000 100.0

（ ）

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 収支差引額
一 般 会 計 89億9,524万円 85億0,735万円 4億8,789万円
国民健康保険事業 32億0,923万円 36億5,734万円 ▲�4億4,811万円
大字龍田財産区 274万円 30万円 244万円
公共下水道事業 13億7,065万円 13億7,056万円 9万円
介 護 保 険 事 業 21億1,269万円 20億7,155万円 4,114万円
後期高齢者医療 3億4,801万円 3億4,639万円 162万円

合　　計 160億3,857万円 159億5,350万円 8,507万円

■ 町債の状況

■ 財産の状況

会　計　名 平成26年度末現在高
一 般 会 計 97億4,785万円
特 別 会 計 85億0,783万円

合　　　計 182億5,568万円

財産の種類 平成26年度末現在高
土 地 355,347㎡
建 物 91,559㎡
有 価 証 券 104万円
基 金 33億2,883万円
財 政 調 整 基 金 18億6,821万円
減 債 基 金 1億8,067万円
福 祉 基 金 3億3,232万円
文 化 振 興 基 金 8,669万円
斑鳩の里歴史文化
遺産保存・活用基金 1,550万円

スポーツ振興基金 2,095万円
土 地 開 発 基 金 7億4,841万円
国民健康保険財政調整基金 7万円
介護保険給付費準備基金 7,601万円

※�表中の金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計、
差し引きとその内訳が一致しない場合があります。
※大字龍田財産区は平成27年₃月31日をもって廃止しました。

　まちの財政が家の家
計だったらどうなるの
でしょうか？
　斑鳩町の家計簿は、
斑鳩町の一般会計決算
額 を、 人 口28,243人

（平成27年３月末現在）で
割った数字を、１か月
の家計簿に例えていま
す。
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●�

史
跡
公
園
と
し
て
整
備
を
す
す

め
て
い
る
史
跡
中
宮
寺
跡
に
つ

い
て
、
盛
土
な
ど
の
整
備
工
事

を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

●�

中
央
公
民
館
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
と
し
て
、
大
ホ
ー
ル

空
調
設
備
の
改
修
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

●�

環
境
に
配
慮
し
た
学
校
施
設
整
備

と
し
て
、
斑
鳩
小
学
校
に
お
い
て

照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

●�
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、
町
民
の
健
康･

体
力
づ
く
り

を
推
進
し
、
町
民
相
互
の
親
睦
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
向
上
を
は

か
る
た
め
、「
町
民
体
育
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

●�

「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を
締

結
し
て
い
る
和
歌
山
県
上
富
田
町

や
、「
法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市
文

化
交
流
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る

神
奈
川
県
小
田
原
市
な
ど
と
の
住

民
交
流
を
深
め
る
た
め
、
少
年

サ
ッ
カ
ー
や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

●�

町
内
に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
民
間
保
育

所
（
斑
鳩
黎
明
保
育
園
）
の
開

所
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

●�

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
生
活
範

囲
の
拡
大
と
、
健
康
で
楽
し
く

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ

て
も
ら
う
た
め
、
70
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
高
齢
者
優
待
券
を

交
付
し
ま
し
た
。「
優
待
乗
車

券
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
奈
良
交

通
バ
ス
カ
ー
ド（
Ｃ
Ｉ-

Ｃ
Ａ
）

に
加
え
、
平
成
26
年
度
か
ら
は

新
た
に
Ｊ
Ｒ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
お
よ
び
タ
ク

シ
ー
券
を
導
入
し
ま
し
た
。

●�

生
後
２
か
月
か
ら
24
か
月
に
い
た

る
ま
で
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、
Ｂ

型
肝
炎
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
し
た
。

●�

「
親
と
子
の
笑
顔
き
ら
め
く
子
育

て
応
援
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

理
念
に
、「
斑
鳩
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

●�

斑
鳩
幼
稚
園
に
お
い
て
、
プ
ー
ル

の
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
プ
ー

ル
サ
イ
ド
に
つ
い
て
も
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

●�

福
祉
医
療
制
度
の
充
実
を
は
か
る

た
め
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど

も
を
養
育
す
る
人
に
、
そ
の
子
ど

も
に
か
か
る
保
険
診
療
の
自
己
負

担
分
を
補
助
し
、
子
育
て
家
庭
の

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

文化の香り高く
心豊かなまちづくり

すこやかに生き生きくらせる
まちづくり

▲整備をすすめている史跡中宮寺跡

▲�平成27年４月に開園した斑鳩黎明保
育園。子どもたちの元気な声が聞こ
えます。

▲新しいプールで元気に遊ぶ子どもたち

平
成
26
年
度
の

主
な
事
業
を

紹
介
し
ま
す
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平成26年度の決算

●�

大
雪
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
農

家
に
対
し
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

な
ど
の
農
業
施
設
の
復
旧
お
よ

び
撤
去
の
支
援
を
実
施
し
ま
し

た
。

●�

「
ま
ち
あ
る
き
観
光
」
を
実
現

す
る
た
め
、
建
物
な
ど
の
修
景

整
備
に
伴
う
補
助
金
を
交
付
し

ま
し
た
。

●�

商
工
会
が
主
体
と
な
っ
て
す
す

め
て
い
る
滞
在
型
・
着
地
型
の

観
光
を
め
ざ
す
「
全
国
展
開
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
特
産

品
や
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
を
支
援
し
ま
し
た
。

●�

友
好
都
市
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
物
産
店
を
出
店

し
、
交
流
活
動
を
促
進
し
ま
し
た
。

●�

友
好
都
市
で
あ
る
長
野
県
飯
島

町
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、

両
町
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●�

住
民
や
事
業
者
な
ど
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
た

め
、「
斑
鳩
町
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

●�

町
内
の
各
種
住
民
団
体
間
の
情
報

交
換
や
連
携
を
は
か
る
た
め
、
住

民
有
志
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

●�

友
好
都
市
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
へ
の
相
互
の
住
民
の
参
加
を

通
じ
て
、
交
流
活
動
を
促
進
し
ま

し
た
。

●�

浸
水
被
害
の
軽
減
を
は
か
る
た

め
、
東
町
池
・
平
太
池
の
整
備

に
向
け
た
測
量
・
設
計
を
実
施

し
ま
し
た
。

●�

焼
却
処
理
の
廃
止
に
伴
い
、
衛

生
処
理
場
焼
却
棟
の
解
体
撤
去

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

●�

災
害
時
に
被
災
者
が
適
切
な
支

援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、「
命

の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
全
世
帯
に

配
布
し
ま
し
た
。

●�

災
害
時
に
備
え
、
指
定
避
難
所

に
車
椅
子
を
１
台
ず
つ
設
置
し

ま
し
た
。

●�

「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
等
施

設
利
用
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
た
法
隆
寺
と
の
合
同
避
難
誘
導

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

●�

ま
ち
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
交
通
拠
点
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ

法
隆
寺
駅
北
口
の
道
路
の
整
備

を
す
す
め
ま
し
た
。

●�

円
滑
な
車
・
歩
行
者
の
移
動
が
で

き
る
よ
う
、
目
安
堤
防
線
の
整
備

や
神
南
２
丁
目
地
内
の
三
代
川
沿

い
の
町
道
の
舗
装
補
修
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

●�

橋
の
長
寿
命
化
を
は
か
る
た
め
、

塩
田
橋
の
補
修
工
事
や
、
シ
ン
デ

ン
橋
の
補
修
設
計
を
実
施
し
た
ほ

か
、
主
要
な
橋
の
点
検
を
す
す
め

ま
し
た
。

●�

本
町
に
適
し
た
公
共
交
通
の
確
保

に
向
け
、「
斑
鳩
町
生
活
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

ともに築く協働の
まちづくり

活力とにぎわいのある
まちづくり

安全で快適な
まちづくり

潤いのある魅力的な
まちづくり

▲法隆寺合同避難誘導訓練のようす

▲�整備された JR法隆寺駅北口
の道路

▲えひめ・まつやま産業まつりでＰＲ

▲平成26年度は飯島町を訪問しました。
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平
成
26
年
度
に
斑
鳩
町
の
一
般
会

計
に
入
っ
て
き
た
お
金
（
歳
入
）
は
、

89
億
９
，
５
２
４
万
円
、
使
っ
た
お

金
（
歳
出
）
は
、85
億
７
３
５
万
円
、

差
引
、
４
億
８
，
７
８
９
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
平
成
27
年

度
に
繰
り
越
す
財
源
、
９
，
３
５
４

万
円
を
差
し
引
い
た
金
額
（
実
質
収

支
額
）
は
、
３
億
９
，
４
３
５
万
円

の
黒
字
で
し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
を
受
け
て
作
成

し
た
健
全
化
判
断
比
率（
下
図
参
照
）

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
比
率
に
つ

い
て
も
早
期
健
全
化
団
体
と
な
る
基

準
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
現
段

階
に
つ
い
て
は
健
全
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

景
気
は
ゆ
る
や
か
な
回
復
基
調
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
社
会

を
迎
え
、
財
政
状
況
は
今
後
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
今
後
も
引
き
続
き
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

予
算
・
決
算
に
つ
い
て
の
問
合
せ

　

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
３
）

平
成
26
年
度
決
算
か
ら

■ 斑鳩町の健全化判断比率の状況（平成26年度） （単位：％）

指標 区　　分 平成26年度
（A）

平成25年度
（B） （A）－（B） 指標の概要

実　　質
赤字比率

斑鳩町の比率 −（△�6.92） −（△�11.76） 4.84 福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の一
般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻
度を把握する指標

早期健全化基準 14.59 14.61
財政再生基準 20.00 20.00

連結実質
赤字比率

斑鳩町の比率 −（△�5.36） −（△�9.63） 4.27 すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体と
しての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体とし
ての運営の深刻度を把握する指標

早期健全化基準 19.59 19.61
財政再生基準 30.00 30.00

実質公債
費 比 率

斑鳩町の比率 6.9 7.0 △�0.1 借入金の返済額およびこれに準じる額の大きさを指標
化し、資金繰りの危険度を把握する指標早期健全化基準 25.0 25.0

財政再生基準 35.0 35.0

将来負担
比　　率

斑鳩町の比率 37.4 32.2 5.2 地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく
可能性のある負担などの現時点での残高の程度を指標化し、将来
財政を圧迫する可能性が高いかどうかを把握する指標

早期健全化基準 350.0 350.0
財政再生基準 − −

注）�実質収支または連結実質収支が黒字である場合は、「実質赤字比率」または「連結実質赤字比率」は負の値で表示しています。

平
成
26
年
度

斑
鳩
町
財
政
健
全
化
の
状
況

　

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
26
年
度

普
通
会
計
の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
公

営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
の
審

査
が
行
わ
れ
、
佐
伯
知
輝
・
中
川
靖
広
両

監
査
委
員
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

審
査
の
結
果

１
．
総
合
意
見

　

審
査
に
付
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
る

事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、
い
ず
れ
も
適

正
に
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。

２
．
個
別
意
見

健
全
化
判
断
比
率

　

①
実
質
赤
字
比
率
②
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
と
も
に
決
算
が
黒
字
で
あ
り
問
題
は

な
い
。
③
実
質
公
債
費
比
率
は
6.9
％
で
早

期
健
全
化
基
準
の
25
％
を
下
回
っ
て
お

り
、
昨
年
度
よ
り
0.1
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て

い
て
問
題
は
な
い
。
④
将
来
負
担
比
率
は

37
．
４
％
と
早
期
健
全
化
基
準
の
３
５

０
％
を
下
回
っ
て
お
り
問
題
は
な
い
。
し

か
し
、
将
来
負
担
比
率
が
年
々
高
ま
っ
て

き
て
い
る
な
か
、
公
共
下
水
道
工
事
を
今

後
も
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
長
期
に
わ
た
っ
て
の
財
政
負
担
が
厳

し
く
な
ら
な
い
よ
う
財
政
運
営
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。

資
金
不
足
比
率

［
水
道
事
業
会
計
］

　

水
道
事
業
の
平
成
26
年
度
決
算
に
お
け

る
財
務
の
短
期
流
動
性
を
示
す
流
動
比
率

は
２
７
２
％
（
前
年
度
２
４
５
％
）
で
資

金
不
足
の
状
態
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

経
営
健
全
化
審
査
に
お
い
て
、
よ
り
実

質
的
な
資
金
不
足
額
を
把
握
す
る
た
め
平

成
27
年
度
中
の
企
業
債
償
還
の
予
定
額
を

「
１
年
基
準
」
に
基
づ
き
流
動
負
債
に
算

入
し
て
も
、
実
質
的
な
資
金
不
足
比
率
は

マ
イ
ナ
ス
（
資
金
過
剰
）
36
．
６
％
（
前

年
度
マ
イ
ナ
ス
35
．
４
％
）
と
な
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
も
経
営
健
全
化
基
準
の
20
％

と
比
較
し
て
、
な
お
良
好
な
状
態
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
。

［
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
］

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
繰
上

充
用
額
、
支
払
繰
延
額
、
事
業
繰
越
額
お

よ
び
建
設
改
良
費
等
以
外
の
経
費
の
財
源

に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し
た
地
方
債
の
い

ず
れ
も
な
く
、
実
質
的
資
金
不
足
比
率
は

0
％
で
あ
り
、
経
営
健
全
化
基
準
の
20
％

を
下
回
っ
て
お
り
問
題
は
な
い
。

３
．
是
正
勧
告
を
要
す
る
事
項

　

特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
は
な
い
。
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平
成
26
年
度

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
審
査

監
査
委
員
の
意
見

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
・
各
特
別
会

計
の
決
算
審
査
が
行
わ
れ
、
佐
伯
知
輝
・

中
川
靖
広
両
監
査
委
員
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■ 

審
査
の
結
果

　

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会
計
お
よ
び
各

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、
歳
入
歳

出
決
算
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関

す
る
調
書
お
よ
び
財
産
に
関
す
る
調
書
の

各
計
数
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
調
製

さ
れ
誤
り
の
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

も
計
数
に
誤
り
な
く
、
適
正
に
運
用
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

■ 

決
算
の
総
括

　

当
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会

計
の
連
結
ベ
ー
ス
で
の
純
計
決
算
額
は
、

歳
入
１
４
９
億
8
千
万
円
、
歳
出
１
４
８

億
９
千
５
百
万
円
で
、
差
引
形
式
収
支
は

8
千
5
百
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。
前
年
度

と
比
較
す
れ
ば
歳
入
は
8
千
万
円
の
減

少
、
歳
出
は
1
億
6
千
百
万
円
の
増
加
と

な
り
、
形
式
収
支
で
は
2
億
4
千
百
万
円

の
減
少
と
な
っ
た
。

　

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
は
、
前
年
度
の
2
億
2

千
2
百
万
円
の
黒
字
か
ら
9
百
万
円
の
赤

字
に
大
き
く
後
退
し
た
結
果
、
単
年
度
収

支
は
2
億
3
千
百
万
円
の
赤
字
へ
と
転
換

し
た
。

　

一
般
会
計
の
単
年
度
収
支
は
前
年
度
の

1
億
3
百
万
円
の
黒
字
か
ら
2
億
7
千
2

百
万
円
の
赤
字
に
転
換
と
な
っ
た
が
、
そ

の
大
き
な
原
因
は
将
来
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
町
債
を
3
億
8
千
5
百
万
円
減
少
し

た
こ
と
に
よ
る
。
町
債
の
発
行
に
よ
り
資

金
を
確
保
し
整
備
事
業
な
ど
を
行
う
と
、

当
該
年
度
で
は
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス

は
合
う
が
、
町
債
の
返
済
お
よ
び
支
払
利

息
は
そ
の
後
の
町
税
な
ど
の
収
入
で
賄
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
成
25
年
度
末
の

町
債
残
高
は
１
０
０
億
4
千
万
円
で
あ
っ

た
が
、
平
成
26
年
度
末
で
は
97
億
4
千
8

百
万
円
と
減
少
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

町
債
の
発
行
を
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
赤

字
転
換
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
町
債

の
発
行
を
削
減
す
る
こ
と
は
将
来
負
担
を

平成26年度の決算

か
ら
の
繰
入
金
は
、
平
成
22
年
度
3
億
7

千
万
円
、
平
成
23
年
度
3
億
8
千
8
百
万

円
、
平
成
24
年
度
4
億
1
千
百
万
円
、
平

成
25
年
度
4
億
4
千
4
百
万
円
、
平
成
26

年
度
4
億
7
千
8
百
万
円
と
年
々
増
加
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
歳
出
の
公
債
費
で

あ
り
、
平
成
22
年
度
4
億
8
百
万
円
、
平

成
23
年
度
4
億
1
千
2
百
万
円
、
平
成
24

年
度
4
億
3
千
8
百
万
円
、
平
成
25
年
度

4
億
7
千
2
百
万
円
、
平
成
26
年
度
4
億

9
千
8
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
公
共
下

水
道
財
政
推
計
表
に
よ
る
と
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
の
ピ
ー
ク
は
平
成
34
年
度

で
6
億
百
万
円
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
平

成
26
年
度
よ
り
1
億
2
千
3
百
万
円
増
加

す
る
予
定
で
あ
る
。
公
共
下
水
道
事
業
の

整
備
は
、
斑
鳩
町
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
で
あ
る
が
、
将
来
に
わ
た

り
一
般
会
計
か
ら
の
大
き
な
財
政
負
担
を

伴
う
た
め
、
他
の
特
別
会
計
を
含
め
上
記

の
一
般
会
計
を
総
合
し
て
、
将
来
と
も
に

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
料
す
る
。

軽
減
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
良
い
こ
と
で

あ
る
。
可
能
な
限
り
町
債
に
頼
ら
な
い
財

政
運
営
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
歳
出
の
削

減
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

平
成
27
年
度
に
あ
っ
て
も
町
の
事
業
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
地
域
創
生

計
画
に
よ
り
さ
ら
に
事
業
が
増
加
す
る
だ

ろ
う
。
廃
止
し
た
事
業
は
な
く
、
こ
の
よ

う
に
事
業
が
増
加
す
る
ば
か
り
で
は
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
す
べ
て
の
事
業
を
行

う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
費
用
対
効
果

を
考
慮
し
た
選
択
と
集
中
に
よ
り
効
果
の

低
い
事
業
に
つ
い
て
は
廃
止
や
統
廃
合
を

考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
の
所
有
す
る
施
設
の
維
持
管

理
費(

固
定
的
経
費)

は
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
る
。
い
か
る
が
ホ
ー
ル
、
老
人

憩
の
家
、
い
き
い
き
の
里
、
公
民
館
な
ど

に
お
い
て
大
規
模
な
改
修
を
予
定
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
か
ら
施
設
の
統
廃

合
、
外
部
委
託
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
方

法
を
検
討
し
、
最
小
限
の
コ
ス
ト
で
最
大

限
の
効
果
を
得
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、
毎
年
実
質
収
支
が
0
円
で
あ
る
が
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
赤
字
を

補
填
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
般
会
計

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
２
階
情
報

公
開
総
合
窓
口
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）
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平
成
26
年
度

水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

　

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

委
員
の
意
見

　

平
成
26
年
度
の
水
道
事
業
会
計
の
決
算

審
査
が
行
わ
れ
、
佐
伯
知
輝
・
中
川
靖
広

両
監
査
委
員
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

審
査
の
結
果

　

平
成
26
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計
決

算
書
類
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

さ
れ
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成
績
お
よ
び

当
事
業
年
度
末
の
財
政
状
態
を
適
正
に
表

示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

平
成
26
年
度
水
道
事
業
会
計
の
決
算

は
、
営
業
収
益
の
主
た
る
給
水
収
益
に
お

い
て
前
年
度
よ
り
２
千
５
百
万
円（
3.9
％
）

の
減
少
と
な
っ
た
。
主
な
要
因
は
、
平
成

25
年
10
月
か
ら
水
道
料
金
を
10
円
／
㎥
値

下
げ
し
た
影
響
額
が
１
千
４
百
万
円
、
給

水
量
の
減
少
に
よ
る
影
響
額
が
１
千
百
万

円
で
あ
る
。給
水
量
の
減
少
に
つ
い
て
は
、

節
水
機
器
の
普
及
や
人
口
減
少
社
会
の
進

展
に
よ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
営
業
収
益
が

減
少
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

営
業
費
用
で
は
、
受
水
量
を
1
万
㎥
削

減
し
、
臨
時
職
員
を
1
名
減
ら
す
な
ど
経

　平成26年度の決算額は、収入が7億
1,413万3,939円、支出が6億7,900
万7,369円、差引3,512万6,570円（前
年度純利益2,568万7,551円）の当年
度純利益となりました。

■ 事業の概要

■ 建設改良工事の概要

■ 経理状況
イ．損益計算書【平成26年４月１日～平成27年３月31日】

ロ．貸借対照表【平成27年３月31日現在】

（単位：円）

（単位：円）

問合せ
上水道課

☎0745
　�1401

県営水道の依存率は約67.2% です。
有収率は、給水量に対して、料金収入となる水量の割合
で、有収率が高いほどムダな水が少ないことになります。
（平成25年度全国平均は約90.1%）

•配水設備改良工事
　　工事延長	 2,403ｍあ
　　工 事 費	 199,525千円
•浄水場設備改良工事	 12,798千円

■ 有収率の推移

平成26年度
水道事業会計決算

平成26年度 平成25年度
総 給 水 戸 数 10,777戸 10,613戸
総　給　水　量 3,020,539㎥ 3,050,453㎥

内
訳

県　　　水 2,029,060㎥ 2,039,496㎥
自　己　水 991,479㎥ 1,010,957㎥

総 有 収 水 量 2,846,322㎥ 2,899,434㎥
有　　収　　率 94.2% 95.0%

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕水道事業費用 679,007,369 〔1〕水道事業収益 714.133,939
　⑴ 営業費用 645,727,858 　⑴ 営業収益 636,890,528
　⑵ 営業外費用 28,551,440 　⑵ 営業外収益 76,571,185
　⑶ 特別損失 4,728,071 　⑶ 特別利益 672,226

〔2〕当年度純利益 35,126,570
合　　　計 714,133,939 合　　　計 714,133,939

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資産の部） （負債の部）
〔1〕固定資産 5,226,759,306 〔3〕固定負債 1,288,993,775
　⑴ 有形固定資産 5,222,480,082 　⑴ 企業債 1,286,673,762
　⑵ 無形固定資産 250,500 　⑵ リース債務 2,320,013
　⑶ 投　資 820,000
　⑷ リース資産 3,208,724 〔4〕流動負債 267,916,159

　⑴ 企業債 73,527,062
　⑵ リース債務 1,092,813
　⑶ 未払金 173,517,122

〔2〕流動資産 499,937,969 　⑷ 引当金 9,808,000
　⑴ 現金及び預金 324,403,615 　⑸ その他 9,971,162
　⑵ 未収金 170,491,389
　⑶ 貯蔵品 5,042,965 〔5〕繰延収益 2,181,956,441

　⑴ 長期前受金 2,181,956,441

（資本の部）
〔6〕資本金 780,913,446
　⑴ 自己資本金 780,913,446

〔7〕剰余金 1,206,917,454
　⑴ 資本剰余金 116,481,293
　⑵ 利益剰余金 1,090,436,161

合　　　計 5,726,697,275 合　　　計 5,726,697,275

年度 斑鳩町（％） 全国平均（％）
20 9 5 . 4 9 0 . 1
21 9 5 . 4 9 0 . 0
22 9 5 . 0 9 0 . 1
23 9 5 . 4 8 9 . 5
24 9 4 . 2 9 0 . 0
25 9 5 . 0 9 0 . 1
26 9 4 . 2 ―
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費
削
減
に
努
め
ら
れ
た
が
、
電
気
料
金
の

値
上
げ
や
計
装
設
備
の
保
守
点
検
委
託
料

な
ど
支
出
の
増
加
要
因
も
あ
り
、
削
減
効

果
は
小
さ
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

公
営
企
業
会
計
基
準
が
改
正
さ
れ
、
本

年
度
の
予
算
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
。
補

助
金
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
償
却
資
産
の

み
な
し
償
却
が
廃
止
さ
れ
、
平
成
26
年
４

月
１
日
付
け
で
移
行
作
業
が
な
さ
れ
て
い

る
。
み
な
し
償
却
制
度
は
補
助
金
な
ど
に

よ
り
取
得
し
た
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
補

助
金
相
当
額
の
減
価
償
却
が
行
わ
れ
ず
、

当
該
固
定
資
産
が
除
却
等
さ
れ
る
ま
で
は

貸
借
対
照
表
に
残
る
こ
と
と
な
る
。
し
か

し
、
補
助
金
な
ど
で
あ
れ
企
業
債
で
あ
れ

取
得
し
た
固
定
資
産
は
全
額
が
耐
用
年
数

を
通
じ
て
費
用
化
さ
れ
、
売
上
に
よ
り
回

収
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
減
価
償
却
費
が
前
年

度
よ
り
３
千
７
百
万
円
増
加
と
推
計
さ

れ
、
そ
の
結
果
営
業
収
益
が
９
百
万
円
の

赤
字
と
な
っ
た
。
平
成
27
年
度
予
算
の
予

定
損
益
計
算
書
に
お
い
て
も
、
１
億
８
千

２
百
万
円
の
減
価
償
却
費
が
計
上
さ
れ
て

お
り
、
原
水
お
よ
び
浄
水
費
、
配
水
お
よ

び
給
水
費
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
補
助
金
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
償

却
資
産
の
み
な
し
償
却
制
度
が
な
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
給
水
原
価
が
大
幅
に
増

額
と
な
り
、
供
給
単
価
の
見
直
し
と
他
の

損
益
を
改
善
す
る
方
向
で
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

人
口
減
少
社
会
の
局
面
に
入
り
、
国
・

地
方
の
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
一
方

で
、
施
設
の
大
量
更
新
時
代
を
迎
え
る
な

か
施
設
の
維
持
管
理
、
更
新
に
も
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

国
の
財
政
状
態
か
ら
見
て
も
、
福
祉
、
年

金
、
介
護
、
医
療
な
ど
の
経
費
は
増
大
す

る
一
方
で
あ
り
、
更
新
投
資
の
た
め
の
補

助
制
度
が
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
危
機
意
識
を
持
つ
な
ら
ば
、
老
朽

管
の
更
新
工
事
や
耐
震
化
工
事
に
備
え
費

用
が
い
く
ら
か
か
る
か
、
財
源
を
ど
う
す

る
か
、
民
間
企
業
の
発
想
で
経
営
基
盤
を

整
備
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

水
道
事
業
に
お
い
て
も
、
平
成
27
、
28

年
度
で
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
構
築

す
る
予
定
で
あ
り
、
将
来
に
お
い
て
も
良

質
な
水
を
安
全
に
安
心
し
て
供
給
で
き
る

よ
う
、
ま
た
水
道
経
営
が
安
定
し
て
維
持

で
き
る
よ
う
中
長
期
の
的
確
な
財
政
計
画

を
策
定
さ
れ
る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
２
階
情
報

公
開
総
合
窓
口
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

第23回　奈良県高齢者いい歯のコンクール
最優秀者に町内在住の木村さんが選ばれました！

平成27年度がん検診普及啓発の取り組みに対する

奈良県知事表彰
保健センターサポーターが受賞 ～ 10/1・奈良県歯科医師会館 ～

～ 10/10・イオンモール橿原 ～
　70歳以上で歯の健康な人を対象に、奈良県歯科
医師会の主催（奈良県の共催）で開催された、第
23回　奈良県高齢者いい歯のコンクールにおいて、
斑鳩町内在住の木村嘉男さんが最優秀者に選ばれ
ました。
　木村さんは、健康な歯が30本と認定され、70歳
代の応募者60人の中から、見事、最優秀者に選ば
れ、表彰を受けました。
　「最優秀者に選ばれてとても嬉しいです。」と感
想を述べられた木村さんは、「歯の健康の秘訣は、
歯医者で歯垢をしっかり除去してもらうことで
す。健康なうちか
ら、歯のケアをす
ることが大事だと
思います。」と生
き生きとした表情
で話されました。
　受賞おめでとう
ございます。

　奈良県では、がん検診の普及啓発に優れた取り
組みをされている団体に知事表彰が行われてお
り、今年度は斑鳩町の保健センターサポーターが
表彰されました。
　保健センターサポーターは平成23年度に発足
し、現在46人が活動中です。保健センターと協働
して、がん検診のサポートや受診啓発の街頭キャ
ンペーンなどの活動をされています。
　受賞おめでとうございます。
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気の秘訣は　趣味をもつこと　運動すること！
～ １００歳のご長寿表敬訪問 ～

9 / 1 7 ・町内

　９月21日は「敬老の日」。100歳を迎えられるこ
とになったみなさんのうち辻さんのお宅に小城町長
が表敬訪問をさせていただきました。
　辻さんの趣味は編み物をすることで、半年をかけ
て１つの作品を作りあげるそうです。また、毎朝ベッ
ドの上で足の体操をするなど、運動も欠かさずする
ことや好き嫌いなくなんでも食べることが元気の秘
訣だと笑顔で語ってくださいました。
　町長は、元気な姿を見せてくれた辻さんに感動し、

「いつまでも元
気でいてくださ
い。」と記念品
と賞状を手渡し
ました。

元

寿のお祝いに大衆演劇を観覧しました
～ 敬老会 ～

9 / 1 2 ・いかるがホール

　敬老の日を前に９月12日、70歳以上のみなさ
んを招いて「敬老会」が開かれました。
　米寿の人や結婚50年のご夫婦のみなさんへの
お祝いなどの「敬老式典」が行われたあと、大衆
演劇「劇団花吹雪」による芝居や舞踏ショーが行
われました。笑いを誘う芝居や豪華絢爛な舞踏
ショーに、つめかけた
大勢の参加者からは大
きな拍手が送られてい
ました。

長
隆寺への菜種油の奉納！

～「斑鳩の里・農と食の活性化プロジェクト推進委員会」～

　斑鳩町では、全国的に増え続ける遊休農地解消に
向けた取り組みとして、斑鳩町農業委員会、斑鳩町、
奈良県北部農林振興事務所、奈良県農業協同組合、
斑鳩町農業振興会などで構成する「斑鳩の里・農と
食の活性化プロジェクト推進委員会」により菜の花
の栽培などを行っています。
　今回、丹精込めて作った菜の花を原料とした菜種
油を法隆寺での伝統行事「修正会」において使用し
ていただきながら、斑鳩町の農業が法隆寺の伝統行
事の継承に少しでも役に立つことを期待して菜種油
を法隆寺へ奉納しました。
　また、当日は斑鳩小
学校の児童のみなさん
にも参加してもらい、
世界文化遺産の法隆寺
の歴史や文化を知って
もらううえで、貴重な
機会となりました。

法

9 / 1 8 ・法隆寺　聖霊院

ったいない！まだまだ使える食器
～ くりかえし使ってくれて ありがとうき（陶器）市 ～

　家庭で不要になった陶磁器類やガラス食器類を

回収し、必要な人に無料で配布する取り組み「く

りかえし使ってくれてありがとうき（陶器）市」

が開催されました。

　陳列された食器のなかには、新品同様の物も多

くあり、会場は掘り出し物を見つけにきた人たち

で大変にぎわい

ました。

も

9 / 6 ・いかるがホール　２階研修室

▲�大勢の人でにぎわう
会場

▼陳列された食器

▶
辻　フジヱさん

▲舞踏ショー

▲敬老式典　　▼芝居
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日間連続で「斑鳩町」をまるごとＰＲ！！
～ 奈良まほろば館情報発信事業 ～

10/2~14・奈良まほろば館（東京都中央区）

犯力　地域ぐるみで　高めよう
～ 身近な犯罪から家庭を守る町民集会 ～

1 0 / 3 ・いかるがホール

　10月２日～14日の13日間、奈良まほろば館に
おいて、法隆寺や史跡藤ノ木古墳などの歴史的・
文化的資源のＰＲをはじめ、９月18日に法隆寺
に奉納した「菜種油」や中宮寺門前そばなど、遊
休農地対策から生まれた商品の販売を行いまし
た。
　この販売がきっかけで、「菜種油」の北海道で
の販路の拡大につながりました。
　また、11日は、斑鳩文化財セ
ンターの担当者による「史跡 藤
ノ木古墳～この30年間の調査・
研究成果をふりかえる～」と題
した講演を行い、118人もの人
が来場し、熱心に聞き入ってい
ました。

　「地域の安全は住民自身で守る」という自主防
犯意識を高めるため、「身近な犯罪から家庭を守
る町民集会」が開催されました。集会では、奈良
県安全・安心まちづくり推進課地域活動支援係長
の中尾 佳寛さんにより、「みんなで取り組む自主
防犯活動」と題して講演が行われ、「振込詐欺、
特殊詐欺」などの犯罪が多発している事案や自主
防犯団体の必要性などをわかりやすく説明されま
した。
　また、地域住民がお互いに見守り、助け合い、
犯罪者を寄せ付けない地域ぐるみの防犯対策を推
進することが
大切であると
い う 話 が あ
り、参加者の
防犯意識は高
まったようで
した。

13

防

　今回で３回目となる、全国町村会主催による、全
国の町村の特産品や観光資源などをＰＲする「町イ
チ！村イチ！2015」に参加しました。
　町村自慢の逸品が首都圏の住民に幅広く認知さ
れ、特産品の販路拡大や観光による交流人口の拡大
による地域活性化につなげるため、会場内には、ご
当地キャラをはじめ、自慢のグルメや郷土芸能など
が存分に体感できるものでした。
　小城町長も店先で町の特産品を積極的に PR し、
初代斑鳩町キャンペーンレディとパゴちゃんもス
テージで斑鳩町の魅力をたくさんの来場者に伝える
ことができました。

　ダンボール箱を使って生ごみをたい肥にする方法
を紹介するダンボールコンポスト体験教室が開催さ
れました。
　生ごみは、可燃ごみに出すと燃やして灰になるだ
けですが、ほんの少し手をかけることで、良質なた
い肥に生まれ変わります。資源を無駄にしない「もっ
たいない」の気持ちを大切にしていきたいですね。

国の町村が結集し、地域の“宝”をＰＲ！
～ 町イチ！村イチ！2015 ～

ごみでたい肥を作ろう！
～ ダンボールコンポスト体験教室 ～

全

生

９ / 2 2 、 2 3 ・東京国際フォーラム

1 0 / 2 ・生き生きプラザ斑鳩

▲小城町長自ら斑鳩町の
　特産品をＰＲ

▲ダンボール
　コンポスト

▲文化財担当者の講演

▲菜種油
▼ステージから斑鳩の
　魅力をお届けします！

▼�ダンボールコンポスト
教室のようす

▼�初代斑鳩キャンペーン
レディもPR
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申請により、個人番号カードが交付されます
　個人番号カードは、希望者が申請することにより、平成28年１月から無料で交付されます。
　マイナンバーを記載した書類を提出する際、通知カードなど番号が正しいことを確認するための書類
の提示も求められますが、通知カードの場合は、運転免許証などの本人確認書類をあわせて提示する必
要があります。個人番号カードの場合は１枚で本人確認ができます。

　Q　個人番号カードは必ず取得しなければならないの？
　A　カードの取得は強制ではありません。必要な人が申請してください。
　Q　通知カードと個人番号カードは、どう違うの？
　A　�通知カードは紙製のカードで、個人番号が券面に記載され、顔写真はありません。個人番号カー

ドは、プラスチック製のＩＣカードで、個人番号が券面の裏面に記載され、顔写真が券面に記載
されます。

　Q　個人番号カードはどんなときに使うの？
　A　�個人番号カードは、本人確認のための身分証明書として利用できます。また、ＩＣチップに記録

される電子証明書を用いて、e− Tax などの電子申請を行えます。さらに、将来的にさまざま
な使いみちが検討されています。

あなたにも、
マイナンバー　はじまります

問合せ　マイナンバー制度全般に関すること
　　　　　　　　（マイナンバー全国共通ナビダイヤル� …☎0570−20−0178）
　　　　個人番号カードに関すること
　　　　　　　　個人番号カードコールセンター� …☎0570−783−578
　　　　マイナンバー制度に対する町の取り組みに関すること� …企画財政課（☎内線252）
　　　　町のマイナンバー通知・個人番号カードに関すること� …住　民　課（☎内線161）

個人番号カードの申請方法
ステップ１　マイナンバーの通知カードが、簡易書留で届きます。
ステップ２　�同封されている個人番号カード交付申請書に、顔写真を貼り付け、返信用封筒

に入れて、ポストに投函。
ステップ３　�平成２８年１月以降、個人番号カードの交付準備が整うと、交付通知書が届き

ます。運転免許証などの本人確認書類、通知カードをあわせてお持ちになり、
役場・住民課窓口にお越しください。なお、平成28年１月から３月は、個人
番号カードの申請が集中し、交付までにかなりの時間がかかることが予測され
ます。

ステップ４　�本人確認のうえ、暗証番号を設定していただき、個人番号カードが交付されま
す。

（注）個人番号カードを再発行する場合には、手数料が必要です。

希望者に
交付

表面：�氏名、住所、生年月日、
性別、本人の写真

裏面：�マイナンバー等が記載、
ＩＣチップを搭載

個人番号
カード
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　住民票を有するすべての人に1人1つの番号（12桁）が通知されます。マイナンバーは、中長期在留
者や特別永住者などの外国人にも通知されます。
　地方公共団体情報システム機構（※）から、10月５日付けの住所地にマイナンバーの通知カードが簡
易書留で郵送されます。住民票の住所と異なるところにお住まいの人は、注意してください。

　※�地方公共団体情報システム機構…全国の市町村が共同運営する組織。マイナンバーや住民基本台帳などに関する事
務を行っています。

　●�市町村ごとの通知カードの郵便局への差出状況などは、次のホームページ・コールセンターで確認
できます。

　　　個人番号カード総合サイト https://www.kojinbango-card.go.jp/
　　　個人番号カードコールセンター　　☎０５７０−７８３−５７８

例えば、こんな場面でマイナンバーを提示します。
　○�勤務先にマイナンバーを提示します。勤務先は、従業員やその扶養家族のマイナンバーを

源泉徴収票に記載して税務署や市町村に提出します。
　○毎年６月の児童手当の現況届の際に、市町村にマイナンバーを提示します。
　○証券会社や保険会社などにマイナンバーを提示し、法定調書などに記載します。

住民基本台帳カードはどうなるの？
　すでに住民基本台帳カードをお持ちの人は、有効期限まで利用できます。
　なお、住民基本台帳カードは、個人番号カードとの重複所持はできません。住民基本台帳カー
ドをお持ちの人は、個人番号カードの交付時に住民基本台帳カードを返納してください。

住民基本台帳カードの申請は、平成27年１２月４日までに
　住民基本台帳カード（電子証明書を含む）を申請または更新される場合は、平成27年12月
４日（金）午後５時までに申請してください。個人番号カード発行に伴い、住民基本台帳カー
ド（電子証明書を含む）の発行は終了となります。

　平成28年１月から、社会保障、税、災害対策の手続きのためにマイ
ナンバーの提示が必要となる場面があります。通知カードが届いたら、
大切に保管してください。

（注）　通知カードを再発行する場合は手数料が必要です。

❺

平成２７年１２月までに
みなさまの住民票の住所に、マイナンバーを通知します
確実に受け取り、必ず保管しましょう

通知カードは、大切に保管してください
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斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

藤ノ木古墳と奈良県内の古墳の出土品を見比べてみる
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先
月
号
で
は
、
11
月
29
日（
日
）

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
平
成
27
年

度
秋
季
特
別
展
「
藤
ノ
木
古
墳
と

大
和
の
横
穴
式
石
室　
―
出
土
品

と
の
比
較
か
ら
見
え
る
も
の
―
」

の
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今

月
号
で
は
そ
の
み
ど
こ
ろ
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

藤
ノ
木
古
墳
の
金
銅
製
鞍
金
具

　

今
回
の
里
帰
り
展
で
は
金こ
ん

銅ど
う

製せ
い

鞍く
ら

金か
な

具ぐ

な
ど
の
馬
具
を
は
じ
め
、
銅
鏡
や
ガ
ラ
ス

棗な
つ
め

玉だ
ま

、
土
器
、
ま
た
、
大た

ち刀
な
ど
の
復
元

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
金
銅

製
鞍
金
具
は
、
六
角
形
を
し
た
亀き
っ

甲こ
う

繋つ
な

ぎ

文
と
呼
ば
れ
る
区
画
内
に
竜
や
鳳ほ
う

凰お
う

な
ど

を
透
か
し
彫
り
で
表
現
し
た
非
常
に
す
ば

ら
し
い
も
の
で
、
発
見
後
30
年
を
経
た
現

在
で
も
、
世
界
一
優
美
な
馬
具
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
藤
ノ
木
古
墳
と
前

後
す
る
時
期
に
造
ら
れ
た
横
穴
式
石
室
を

埋
葬
施
設
に
持
つ
奈
良
県
内
の
古
墳
か
ら

の
出
土
品
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

　

今
回
は
、こ
れ
ら
の
展
示
品
の
中
か
ら
、

條じ
ょ
う

ウ
ル
神が
み

古
墳
（
御
所
市
）
と
植う
え

山や
ま

古
墳

（
橿
原
市
）
の
出
土
品
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

條
ウ
ル
神
古
墳
（
御
所
市
）

　

條
ウ
ル
神
古
墳
は
６
世
紀
後
半
に
造
ら

れ
た
全
長
約
70
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
す
。

藤
ノ
木
古
墳
と
同
規
模
程
度
の
横
穴
式
石

室
を
持
ち
、
石
室
内
に
は
巨
大
な
家
形
石

棺
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
石
室
内
で
採
集
さ
れ

た
ガ
ラ
ス
玉
や
金
銅
製
冠
か
ん
む
りな
ど
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
金
銅
製
冠
は
小
さ

い
破
片
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
全
体
の
デ

ザ
イ
ン
を
は
じ
め
詳
し
く
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
立
ち
飾
り
と
思
わ
れ
る
部
分
や
冠

に
取
り
付
け
ら
れ
た
歩ほ

揺よ
う

な
ど
が
あ
り
ま

す
。藤
ノ
木
古
墳
か
ら
出
土
し
た
冠
に
も
、

樹
木
の
よ
う
な
二
つ
の
立
ち
飾
り
が
あ

り
、
円
形
と
魚
形
の
歩
揺
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

植
山
古
墳
（
橿
原
市
）

　

植
山
古
墳
は
東
西
約
40
ｍ
、
南
北
約
32

ｍ
の
長
方
形
墳
で
、
東
西
に
二
つ
の
横
穴

式
石
室
を
持
つ
「
双そ
う

室し
つ

墳ふ
ん

」
と
呼
ば
れ
る

古
墳
で
す
。
東
石
室
に
は
家
形
石
棺
が
安

置
さ
れ
て
い
て
、
６
世
紀
末
頃
に
造
ら
れ

た
と
み
ら
れ
、
西
石
室
は
７
世
紀
前
半
に

新
た
に
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
金こ
ん

銅ど
う

製せ
い

歩ほ

揺よ
う

付つ
き

飾か
ざ
り

金か
な

具ぐ

や
三み

輪わ

玉だ
ま

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

金
銅
製
歩
揺
付
飾
金
具
は
、
馬
の
尻
の
部

分
の
革か
わ

帯お
び

に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の

で
、
藤
ノ
木
古
墳
か
ら
も
金
銅
製
歩
揺
付

飾
金
具
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今

回
の
展
示
で
は
、
藤
ノ
木
古
墳
出
土
の
金

銅
製
歩
揺
付
飾
金
具
の
当
初
の
復
元
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
斑
鳩
文
化
財
セ
ン

タ
ー
へ
お
越
し
い
だ
だ
き
、
藤
ノ
木
古
墳

の
出
土
品
と
他
の
古
墳
の
出
土
品
を
見
比

べ
、
似
た
と
こ
ろ
や
違
う
と
こ
ろ
を
み
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

▶
鳳ほ
う

凰お
う

（
金こ
ん

銅ど
う

製せ
い

鞍く
ら

金か
な

具ぐ

の
前
輪
）



環境対策課
（☎内線133）

　このコーナーでは、斑鳩町地球温暖化対策
地域協議会（愛称：エコるが）の団体・企業
会員の地球にやさしい取り組みを紹介してい
ます。

※	エコるがは、住民、事業所、関係団体が連携し地域において地球温暖化防止に向けた自主的・自発的な活動を
促進することを目的として、平成24年10月に設立した団体です。「もったいない」を合言葉に、自然と歴史文
化が息づく斑鳩の里を、子や孫の世代につなぐため、地球温暖化防止のためのさまざまな活動を行っています。

エコ対策で経費削減
～ 株式会社植嶋 ～
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毎月10日と20日は陶器回収の日〈11月の陶器等回収日〉
　１１月１０日（火）・１１月２０日（金）
　役場環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、11月14日（土）、11月22日（日）も受け付けします。

　
　

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
４
２
㉗
２
３
０
０
）

　
「
そ
ろ
そ
ろ
働
き
た
い
…
」
そ
ん
な
あ

な
た
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
、
あ
な
た

を
守
る
法
律
や
制
度
を
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
や
さ
し
く
解
説
、
家
庭
と
の
両
立
の
コ

ツ
も
伝
授
し
ま
す
。受
講
料
は
無
料
で
す
。

日
時　
①
11
月
14
日
（
土
）

　
　
　

②
11
月
28
日
（
土
）

　
　

時
間
は
ど
ち
ら
も
午
後
２
時
～
４
時

会 

場　
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
近
鉄
奈

良
駅
徒
歩
５
分
、
東
向
商
店
街
内
）　

３
階
講
座
室

内 

容　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
使
え
る
労
働

法
、
社
会
保
険
か
ら
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
ま
で
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

講
師　
佐
々
木　

育
子
さ
ん
（
弁
護
士
）

対 

象
・
定
員　
再
び
働
く
こ
と
を
考
え
て

い
る
女
性
30
人

※
託
児
あ
り
（
有
料
）

申 

込　
ｆ
ａ
ｘ
（
fax
０
７
４
２
㉒
６
７
２

９
）、
ハ
ガ
キ
（
〒
６
３
０
‐
８
２
１

６　

奈
良
市
東
向
南
町
６
番
地
）、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.nara.

jp/11774.htm

）
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※	

詳
し
く
は
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

女
性
の
た
め
の

再
就
職
支
援
講
座

「
働
く
女
性
の
ミ
カ
タ

～
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
こ
う
～
」

　斑鳩町地球温暖化対策地域協議会
（エコるが）会員企業として、少し
でも地球温暖化防止に向けて役立つ
ことを目的として、我が社では、電
気、ガス、水道の使用量削減、ごみ
の削減、コピー用紙の使用枚数の削
減などに取り組み、毎年経費削減に
努めています。

☆社員みんなで地球温暖化対策に向けて数年前から当社は実行しています！
●ミスコピー用紙、不必要書類の裏紙の活用
●月に一度の全社員による、クリンデー（社内、外）清掃
●節電対策
　１．普段使用しない電気製品はコンセントを抜いておく
　２．休み中パソコンの使用がない場合は電源を切る
　３．照明灯は必ず消灯する（部屋使用後）
　４．ノー残業日を作る
　５．エアコンのフィルターの清掃（月１回クリンデーに実施）をする
　６．エアコンの室内温度を２７度に設定する
　７．照明器具の清掃をする
●自動車運転マナーの改善でガソリンの使用量を削減
　１．エンジンの回転数を上げないよう心がける
　２．急な発進をやめてゆっくりスタートする
　３．車内のエアコンの温度の設定に注意する（２５度）
　４．ボディの手入れ、洗車を常に行い清潔にする
　５．停車中は必ずエンジンを停止する（アイドリングストップ）

９月の生ごみたい肥化量26,717㎏
　可燃ごみの11.3％をたい肥化
できました
※モデル世帯数4,722世帯（９月末）

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

９月

８月

７月

平成27年度

平成26年度

平成27年度

平成26年度

平成27年度

平成26年度

▶�

写
真
は
、
月
１
回

ク
リ
ン
デ
ー
の
よ

う
す
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★ 

活
動
の
き
っ
か
け
は
!?

　

三
年
前
、『
竜
田
揚
げ
』
を
斑
鳩
町
か

ら
発
信
す
る
こ
と
で
、「
斑
鳩
町
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
し
、
地
元
の
人
た
ち
に
斑
鳩
町
を

好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
斑
鳩
町
商
工
会
青
年
部
の
有
志

が
集
ま
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

★ 

竜
田
揚
げ
上
げ
←
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
効
果

　

こ
の
活
動
を
し
て
い
て
一
番
嬉
し
か
っ

た
の
は
、
イ
ベ
ン
ト

で
の
販
売
で
、
県
内

外
の
人
と
の
ふ
れ
あ

い
が
楽
し
く
、
生
の

声
を
聞
か
せ
て
も
ら

っ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
参
加
さ
れ

て
い
る
飲
食
店
で
も

『
斑
鳩
名
物	

竜
田
揚
げ
』
を
メ
ニ
ュ
ー
に

加
え
る
こ
と
で
売
り
上
げ
も
伸
び
て
い
ま

す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
活
動
を
取
り
上
げ

て
も
ら
い
効
果
も
で
て
い
ま
す
。

★ 

竜
田
川
流
域
の
市
町
村
に
拡
大

　

生
駒
市
、
平
群
町
、
斑
鳩
町
の
一
市
二

町
で
竜
田
揚
げ
を
使
っ
た
取
り
組
み
が
拡

大
中
で
す
。
今
年
３
月
か
ら
は
生
駒
市
も

30
店
舗
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
。

平
群
町
で
も
道
の
駅
の
イ
ベ
ン
ト
で
竜
田

揚
げ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
奈
良
県
全
域
に
拡
大
し
、
全

国
そ
し
て
海
外
に
幅
広
く
、『
竜
田
揚
げ
』

を
認
知
し
て
も
ら
う
の
が
目
標
で
す
。

★ 

こ
ん
な
Ｐ
Ｒ
も

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
の
店
舗
が
、
い
く

つ
か
の
情
報
番
組
に
出
演
し
ま
し
た
。
ま

た
、
デ
ジ
タ
ル
掲
示
板
（
役
場
・
南
都
銀

行
・
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
）
の
運
営
を
し

て
い
ま
す
。『
竜
田
揚
げ
食
べ
歩
き
マ
ッ

プ
』
も
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
月
23
日（
祝
・
月
）か
ら
７
日
間
連
続

で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
「
い
か
る
が
Ｗ

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｋ
」
に
も
参
加
し
ま
す
。

★ 

竜
田
揚
げ
を
商
品
化

　
『
竜
田
揚
げ
』
を
冷
凍
食
品
と
し
て
販

売
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
す
。
斑
鳩
町
の

人
が
町
外
の
家
族
、
親
戚
、
友
人
へ
お
土

産
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
法
隆

寺
門
前
の
土
産
物
屋
、
高
速
道
路
上
の
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
で
販
売
で
き
る
よ
う

に
と
構
想
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

★ 

竜
田
揚
げ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

も
う
一
つ
検
討
し
て
い
る
の
は
、
竜
田

揚
げ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
す
。
竜
田
揚
げ

を
提
供

し
て
い

る
店
舗

で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

も
ら
え
る
仕
組
み
で
『
竜
田
揚
げ
食
べ
歩

き
マ
ッ
プ
』
を
見
て
、
町
内
を
探
し
て
歩

く
楽
し
み
を
プ
ラ
ス
し
て
い
ま
す
。

★ 

こ
れ
か
ら
の
斑
鳩
町
の
未
来
に
向
け
て

　

小
、
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
大
人

に
な
っ
て
も
、
斑
鳩
町
に
住
み
続
け
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、

我
々
の
活
動
が
、
個
人
、
事
業
所
、
各
団

体
が
頑
張
れ
る
た
め
の

橋
渡
し
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

20
～
30
年
先
も
斑
鳩

町
の
人
口
を
保
持
し
、

そ
し
て
増
え
る
よ
う
に
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
て
元
気
な
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

★ 

協
働
と
し
て

　

住
民
、
自
治
会
、
民
間
企
業
、
事
業
所
、

役
場
を
ト
ー
タ
ル
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き

る
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　

次
世
代
の
若
い
担
い
手
が
、
斑
鳩
町
を

『
竜
田
揚
げ
』
で
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
情
熱

が
紅
葉
の
よ
う
に
色
づ
い
て
い
る
の
が
印

象
的
で
し
た
。
竜
田
揚
げ
と
っ
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
！

（
担
当
：
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ア
メ
ン
バ
ー

記
事
・
取
材　

亀
井
元
美
、
佐
伯
由
美
）

協 働
みんなが主役の新しいまちづくり

～ 住民活動団体の取り組み紹介 ～

　協働に対する理解促進をはかることを目的に、現在
協働事業に取り組んでおられる住民活動団体や事業者
の紹介をしています。
　広報の取材や記事の作成は住民有志のメンバーと町
職員が協働で行っています。

問合せ　総務課（☎内線２７３）

『一般社団法人　未来づくり斑鳩』
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住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
住
民
活
動
団
体
の
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
新
し
い
活
動
を
つ
く

り
出
そ
う
と
す
る
動
き
を
支
援
し
、
自
立

し
た
継
続
的
な
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
住
民
活
動
団
体
に
対
し
、

斑
鳩
町
と
の
協
働
事
業
の
提
案
を
募
集
し

ま
す
。
選
考
の
結
果
、
採
択
し
た
事
業
に

対
し
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

★
応
募
資
格

　

次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
住
民
活

動
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①	

斑
鳩
町
内
で
住
民
活
動
を
行
っ
て
い

る
、ま
た
は
行
う
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

②	

事
業
完
了
後
も
継
続
し
て
住
民
活
動
を

行
う
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

③	

組
織
の
運
営
に
関
す
る
規
約
、
会
則
な

ど
を
有
し
、
会
員
名
簿
を
備
え
て
い
る

こ
と
。

④	

適
正
な
会
計
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
。

⑤	

５
人
以
上
の
会
員
で
組
織
し
、
会
員
の

過
半
数
が
斑
鳩
町
内
に
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

⑥	

宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
目
的
と
し
た

団
体
で
な
い
こ
と
。

⑦	

暴
力
団
な
ど
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ

き
関
係
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

★
対
象
事
業

　

次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
事
業
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

①	
住
民
活
動
団
体
が
地
域
の
課
題
解
決
や

活
性
化
の
た
め
に
斑
鳩
町
と
協
働
で
行

う
事
業
で
あ
る
こ
と
。

②	

住
民
活
動
団
体
が
新
し
い
視
点
か
ら
行

う
事
業
で
あ
る
こ
と
。

③	

専
ら
営
利
を
目
的
と
し
な
い
事
業
で
あ

る
こ
と
。

④	

国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
の
助
成

を
受
け
て
お
ら
ず
、
ま
た
は
受
け
る
予

定
が
な
い
こ
と
。

★
事
業
年
度

　

平
成
28
年
度
に
行
う
事
業
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

★
選
考

　

書
類
審
査
お
よ
び
必
要
に
応
じ
て
実
施

す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
選

考
委
員
会
に
お
い
て
選
考
し
ま
す
。

★
補
助
金
額

　

補
助
金
の
額
は
、
一
事
業
あ
た
り
30
万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。
対
象
経
費
は
、
採

択
事
業
実
施
に
係
る
経
費
の
う
ち
、
直
接

事
業
に
必
要
な
も
の
に
限
り
ま
す
。（
人

件
費
は
除
き
ま
す
）

活
動
提
案
事
業
説
明
会

　

提
案
制
度
発
足
に
あ
た
り
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

日
時　
11
月
25
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ

　
　
　

斑
鳩　

大
会
議
室

※	

詳
し
い
活
動
提
案
事
業
の
応
募
方
法
・

期
間
な
ど
は
、
12
月
号
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
！

★ 

事
業
の
概
要

総務課（☎内線２７３）

斑鳩町協働のまちづくり

活動提案事業

はじめます !!

みんなが主役の新しいまちづくり

補助金交付制度がスタートします！

提案事業のイメージ

★歴史・文化に関する事業
★環境・景観に関する事業
★健康・福祉に関する事業
★観光や産業の振興に関する事業
★安全・安心に関する事業
　　　　　　　　　　　　　など

やって
みよう！

平成2８年度 事業分



主な連絡先
斑鳩町役場
� ☎0745-74-1001
上水道課
� ☎0745-74-1401
下水道課
� ☎0745-74-2406
町立図書館
� ☎0745-75-7733
中央公民館
� ☎0745-74-1511
東公民館
� ☎0745-74-4122
西公民館
� ☎0745-75-3911
中央体育館
� ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
� ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
� ☎0745-70-1000
保健センター
� ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
� ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
� ☎0745-74-0990
衛生処理場
� ☎0745-74-2371
西老人憩の家
� ☎0745-74-1517
東老人憩の家
� ☎0745-74-5050
三室休日診療所
� ☎0745-74-4100
いかるがホール
� ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
� ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-75-4000

※	情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。
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教
育
長
に　
　
（
敬
称
略
）

　
　
清　
水　
建　
也

　

任
期
満
了
に
伴
い
10
月
27
日
付
け
で
、

議
会
の
同
意
を
得
て
、
教
育
委
員
会
制
度

改
革
に
よ
る
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一

本
化
し
た
新
た
な
「
教
育
長
」
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

寄
附
の
お
礼

　
早　
野　
幸　
雄　
氏

　
　
背
円
鏡

　
　
　
レ
プ
リ
カ

　
　

設
置
場
所

　
　
　

斑
鳩
文
化
財

　
　
　

セ
ン
タ
ー

　
　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

平
成
27
年
第
５
回

町
議
会
定
例
議
会
の
日
程

議
会
事
務
局
（
☎
内
線
３
０
２
）

　

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

議
場
は
役
場
３
階
で
す
。

12
月
１
日（
火
）　

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、
提
案
説
明
、
議
案
上
程
）

　
　
　
　
　
　
　

広
報
発
行
常
任
委
員
会

　
　

４
日（
金
）　

一
般
質
問

　
　

７
日（
月
）　

一
般
質
問

　
　

８
日（
火
）　

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　

９
日（
水
）　

厚
生
常
任
委
員
会

　
　

10
日（
木
）　

総
務
常
任
委
員
会

　
　

11
日（
金
）　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

17
日（
木
）　

本
会
議
最
終
日

　
　
　
　
（
委
員
長
報
告
、
討
論
、
表
決
）

※	

開
会
時
間
は
、
午
前
９
時
を
予
定
し
て

い
ま
す
。（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は

本
会
議
終
了
後
）

　

	

日
程
、
時
間
は
一
部
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

	

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 10日㈫、17日㈫、24日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
26日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

5日㈭、12日㈭、19日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 11日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 10日㈫
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744442055
fax0744442056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

女性のための相談
13日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3027日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 21日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

11
月
の
納
税

11
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
（
普
通
徴
収
第
５
期
分
）

…
…
国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
５
期
分
）

　
　

…
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
３
）

○
国
民
健
康
保
険
税

　
（
普
通
徴
収
第
４
期
分
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
（
普
通
徴
収
・
第
５
期
分
）

　
　

…
…
国
保
医
療
課

　
（
☎
内
線
１
１
２・１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
（
普
通
徴
収
・
第
５
期
分
）

　
　

…
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
３
）

納
期
限

11
月
30
日
㈪

納
期
限

11
月
30
日
㈪

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

11月の相談
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制
限
時
間

　

10
㎞
の
部

　
　

ゴ
ー
ル
地
点
…
…
…
…
…
…
…
90
分

　

ハ
ー
フ
の
部

　
　

８
㎞
地
点
…
…
…
…
…
…
…
…
52
分

　
　

10
．
５
㎞
地
点
…
…
…
…
…
…
67
分

　
　

18
．
７
㎞
地
点
…
…
…
…
…
…
121
分

　
　

ゴ
ー
ル
地
点
…
…
…
…
…
…
…
135
分

参
加
料

　

・
一　

般
…
…
…
…
…
３
，
５
０
０
円

　

・
高
校
生
…
…
…
…
…
２
，
０
０
０
円

※	

参
加
取
り
消
し
ま
た
は
大
会
中
止
の
場

合
で
も
参
加
料
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会

日
時　
平
成
28
年
２
月
11
日（
祝
・
木
）

　
（
小
雨
決
行
、
積
雪
の
場
合
は
中
止
）

申
込　
11
月
９
日（
月
）～
12
月
18
日（
金
）

※	

昨
年
よ
り
申
込
期
間
が
短
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
ト

　

法
隆
寺
コ
ー
ス
…
…
…
午
前
９
時
30
分

　

法
輪
寺
・
法
起
寺
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
午
前
９
時
40
分

会 

場　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

種
目

　

・
法
隆
寺
コ
ー
ス
…
…
３
，
０
０
０
ｍ

　

・
法
輪
寺
・
法
起
寺
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
６
，
７
０
０
ｍ

い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン

斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会

い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン

日
時　
平
成
28
年
２
月
11
日（
祝
・
木
）

　
（
雨
天
決
行
、
積
雪
の
場
合
は
中
止
）

申
込　
11
月
９
日（
月
）～
12
月
18
日（
金
）

ス
タ
ー
ト　
ハ
ー
フ　

正
午

　
　
　
　
　

10
㎞　

	

午
後
０
時
50
分

会 

場　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

種
目ハ

ー
フ
の
部
・
10
㎞
の
部（
男
女
別
）

　

・
男
子　

高
校
生
～
29
歳
以
下
の
部

　

・
男
子　

30
歳
代
の
部

　

・
男
子　

40
歳
代
の
部

　

・
男
子　

50
歳
代
の
部

　

・
男
子　

60
歳
以
上
の
部

　

・
女
子　

高
校
生
～
39
歳
以
下
の
部

　

・
女
子　

40
歳
以
上
の
部

定
員
（
ハ
ー
フ
の
部
の
み
）

　

２
，
０
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
資
格

　

・
高
校
生
以
上
の
健
康
な
人

　

・
次
の
制
限
時
間
内
に
走
れ
る
人

参
加
資
格

・
４
歳
以
上
の
健
康
な
人

　
（
小
学
生
未
満
は
、
保
護
者
同
伴
）

・	

ス
タ
ー
ト
時
刻
か
ら
法
隆
寺
コ
ー
ス
110

分
、
法
輪
寺
・
法
起
寺
コ
ー
ス
120
分
以

内
に
完
走
で
き
る
人

参
加
料　
４
歳
～
中
学
生
…
…
５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
上
…
１
，
０
０
０
円

●
各
種
目
共
通
事
項

※	

申
込
用
紙
は
、
役
場
・
各
公
民
館
・
中

央
体
育
館
・
図
書
館
で
配
布
し
ま
す
。

※	

参
加
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の

診
断
を
受
け
る
な
ど
健
康
管
理
に
十
分

注
意
し
、
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

万
一
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
主
催
者

で
応
急
処
置
を
行
い
ま
す
が
、
責
任
は

参
加
者
に
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。

い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
　
　

い
か
る
が
の
里
・

　
　
　

法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
体
育
館
内
）

　

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
す
る
伝
統
あ
る
「
い
か
る
が
の
里
・
法

隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
」の
運
営
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
平
成
28
年
２
月
11
日（
祝
・
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
頃

応 

募
方
法　
12
月
25
日（
金
）ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
、
電
話
番
号
を
事
務

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

応 

募
先　
い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ

ソ
ン
大
会
事
務
局
（
中
央
体
育
館
内
）

応 

募
資
格　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で

大
会
日
時
の
間
す
べ
て
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
人
で
、
当
日
、
自
転
車
ま
た
は

徒
歩
で
参
加
可
能
な
人

※	

応
募
締
切
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

を
決
定
し
、
業
務
内
容
の
通
知
を
し
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
に
つ
い
て

は
、
実
行
委
員
会
で
傷
害
保
険
に
加
入

し
ま
す
。

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●
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講
師　
参
画
ネ
ッ
ト
な
ら

　
　
　

代
表　

松
村　

徳
子
さ
ん

「
斑
鳩
考
古
学
講
座
」

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
　
　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

　
（
fax
０
７
４
５
�
１
２
０
１
）

文
化
財
め
ぐ
り

　
― 

斑
鳩
町
ゆ
か
り
の

　
　
　
　
人
物
の
足
跡
を
訪
ね
て 

―

　

斑
鳩
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
の
足
跡

を
め
ぐ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
６
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
（
予
定
）

場 

所　

西
里
の
集
落
（
中な
か
井い

大や
ま
と和
守か
み

正ま
さ

清き
よ

）、
上か
み

宮や

遺
跡
公
園
（
称
し
ょ
う

徳と
く

天
皇
）、

駒こ
ま

塚づ
か

古
墳
（
伴と
も

林ば
や
し

光み
つ

平ひ
ら

）
な
ど

対 

象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上

の
人

定
員　
20
人

　
　
　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
無
料

募
集
期
間　
11
月
16
日（
月
）～
29
日（
日
）

申 

込
・
問
合
せ　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

窓
口
・
ｆ
ａ
ｘ
で
受
付
し
ま
す
。
詳
し

く
は
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
募
集
期
間
中
は

無
休
で
す
）

自
治
会
で
地
域
の
絆
を

　
　
　
　
　
強
め
ま
し
ょ
う

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

　
～
犯
罪
ゼ
ロ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
１
０
０
日
作
戦
実
行
中
～

　

犯
罪
が
多
発
す
る
年
末
に
向
け
て
、
年

末
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
１
０
０
日
間
、
西

和
地
区
の
各
地
域
に
お
い
て
、
地
域
性
あ

ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
満
載
の
さ
ま
ざ
ま
な
防

犯
施
策
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
防
犯
意
識
の
高
揚
と
、
犯
罪
な

ど
の
発
生
の
抑
止
を
め
ざ
す「
犯
罪
ゼ
ロ
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
日
作
戦
」
が
西
和
地

区
防
犯
協
議
会
な
ど
の
主
催
に
よ
り
、
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
21
の
自
主
防
犯
団
体
な
ど
が
こ

の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
犯
団
体
は
、
自
治
会
単
位
で
組

織
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、
地
域
の

絆
が
強
ま
っ
た
と
い
う
声
も
多
く
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
自
治
会
な
ど
の
地
域
ぐ
る

み
で
の
活
動
に
み
な
さ
ん
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
な
地
域

づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

家
庭
教
育
講
演
会

　
　

中
央
公
民
館
（
水
曜
日
休
館
）

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

「
水
泳
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

日
時　
11
月
16
日（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

講
師　
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪

　

代
表
元
競
泳
選
手　

千
葉　

す
ず
さ
ん

受
講
料　
無
料

※	

無
料
託
児
あ
り
ま
す
。（
中
央
公
民
館

で
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
）

人
権
セ
ミ
ナ
ー

　
　

中
央
公
民
館
（
水
曜
日
休
館
）

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
っ
て
何
？

～
こ
ど
も
た
ち
を
被
害
者
に
も

加
害
者
に
も
さ
せ
な
い
た
め
に
～
」

日
時　
11
月
13
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

許
し
ま
せ
ん
！
滞
納

町
税
・
県
税
の

一
斉
滞
納
整
理
期
間

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
５
・
１
５
６
）

　

地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、
納

税
者
の
信
頼
を
守
る
た
め
、
奈
良
県
で
は

今
年
度
も
11
月
・
12
月
を
「
市
町
村
税
・

県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
期
間
」
と
し
て
、

一
斉
に
重
点
的
な
滞
納
整
理
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

期
間
中
は
、
県
内
市
町
村
と
県
が
協
力

し
て
、
差
押
・
公
売
な
ど
に
よ
る
滞
納
整

理
に
集
中
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

納
付
が
遅
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
期
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

お
知
ら
せ 

●

● 

催　
し 

●

▲�税金を納付されない場合、自動車やバイクを
差し押えることがあります。
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特
定
健
康
診
査
の
受
診
方
法

対 

象　
40
歳
～
74
歳
の
斑
鳩
町
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
で
平
成
27
年
5
月
末
に

受
診
券
を
送
付
し
て
い
る
人

期
間　
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

持 

物　
受
診
券
・
質
問
票
・
保
険
証
・
平

成
26
年
度
の
特
定
健
康
診
査
結
果

問
合
せ

　

国
保
医
療
課

　
　
（
☎
内
線
１
１
４
・
１
１
５
）

　

健
康
対
策
課

　
　
（
☎
０
７
４
５
�
０
０
０
１
）

＊受診される場合は、事前に医療機関へお問い合わせください。

医療機関名 ＴＥＬ 医療機関名 ＴＥＬ
石 崎 整 形
外 科・ 内 科 75-5258 新谷レディース

ク リ ニ ッ ク 74-0008

植 田 医 院 75-5590 藤岡内科医院 74-6677

勝井整形外科 75-3855 前田クリニック 75-5711

川 本 医 院 75-3471 ま つ き
ク リ ニ ッ ク 75-8002

坂 本 医 院 75-2023 吉 岡 医 院 74-1525

町内の委託医療機関

　特定健康診査は、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健康診査です。
　日本人の死因の三分の一を占める、心臓病や脳卒中などの生活習慣病の芽を早期発見し、
重症化を防ぐことを目的としています。

特定健康診査を受けましょう！
斑鳩町国民健康保険 無料です。

生活習慣病は、どうして怖い ?

生活習慣病は、進行するまで自覚症
状がありません。
痛くも苦しくもないまま進行します。

特定健康診査って、何か特別な健診？
元気な人は受けなくてもいいのかな ?

いいえ！元気な人こそ、
受けてほしい健診です。
40歳～74歳の人は毎年、
必ず受診しましょう！！

「若いから大丈夫！」「病気をしたこ
とがないから健康」・・・とは、言
えませんよ。若い人や元気そうな人
でも、血圧や血糖値が高いことが原
因で脳や心臓の血管がじわじわと傷
んでいるかもしれません。

でも、ぼくは、元気だよ。自分の体は、
自分が一番よくわかるから、心配ない
よ！

元気な人が、ある日突然、脳卒中
や心筋梗塞でたおれてしまうこと
も…！！

定期的に健診を受けて体の状態を
数値で把握し、予防することが大
切です！

・高血圧　　・高血糖
・脂質異常症・狭心症　など

そのままに、
しておくと…

だから、
　その前に…
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子
ど
も
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

　

11
月
は
子
ど
も
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

で
す
。

　

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
つ
い
て
、
斑
鳩

町
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、
年
間
を
通
じ

て
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
啓
発
活
動

・�

西
和
警
察
・
西
和
地
区
地
域
安
全
推
進
委

員
斑
鳩
支
部
と
の
町
内
巡
回
活
動

〈
青
少
年
の
非
行
行
為
な
ど
の
情
報
提
供
は
、

役
場
生
涯
学
習
課
へ
お
願
い
し
ま
す
〉

・�

青
少
年
悩
み
ご
と
相
談
（
毎
週
火
曜
・
金

曜
・
土
曜
日　

中
央
公
民
館
内
）

※
要
予
約
（
☎
０
７
４
５
�
０
０
７
７
）

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
を
見

つ
け
た
と
き
や
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て

に
悩
ん
だ
と
き
に
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ

　

奈
良
県
中
央

　

こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
７
４
２
㉖
３
７
８
８
（
代
）

　

斑
鳩
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
７
）

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０‒
０
６
４‒

０
０
０

児
童
相
談
所
に
電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。

「
も
し
か
し
て
」

あ
な
た
が
救
う　

小
さ
な
手

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

■ 防災情報メールを使用した全国一斉の緊急情報の伝達試験

　１１月２５日（水）午前１１時００分ごろに実施します。

　町では、地震・武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊ - ＡＬＥＲＴ）(※ )
から送られてくる国からの緊急情報を、確実にみなさんへお伝えするため、防災情報メール
を使用した緊急情報伝達手段の試験を行います。町が当日配信するメール文は次のとおりで
す。

問合せ　総務課（☎内線274）

　● 防災情報メール文章内容

斑鳩町防災メール配信サービス
「即時音声合成」
２０１５年１１月２５日１１時００分
これは、テストです。
　　対象地域：全土区域
このメールに心当たりのない場合、または配信を希望されない場合は、お手数ですが
右記のアドレスに空メールを送信してください。	 delmber-ik@jyouhou-station.jp

（※）�Ｊ -ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）とは、地震・津波や武力攻撃などの災害時に国から送られてくる緊急情報を、
人工衛星などを活用して瞬時に情報伝達するシステムです。

斑
鳩
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、

斑
鳩
プ
レ
ミ
ア
ム
・

リ
フ
ォ
ー
ム
券
の

再
販
売
に
つ
い
て

　
　
　

斑
鳩
町
商
工
会

（
☎
０
７
４
５
�
２
５
０
０
）

　

10
月
30
日
を
も
っ
て
、「
斑
鳩
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
、
斑
鳩
プ
レ
ミ
ア
ム
・
リ

フ
ォ
ー
ム
券
」
購
入
に
伴
う
整
理
券
の
引

換
期
限
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
未
引
換

分
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
再
販
売
し

ま
す
。

※	

引
換
期
限
後
で
の
整
理
券
の
交
換
は
、

一
切
で
き
ま
せ
ん
。

再
販
売
日
時　
11
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

場
所　
斑
鳩
町
商
工
会
館

購 

入
限
度
冊
数　
商
品
券
、
リ
フ
ォ
ー
ム

券
と
も
に
１
冊
（
枚
）
／
人

※	

券
種
毎
の
販
売
枚
数
は
、
11
月
１
日
に

商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※	

９
日
以
降
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
お
い
て
、
斑
鳩
町
商
工
会
館
に
て
販

売
し
ま
す
。

※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
を
募
集
し
ま
す

　
　
　

自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所

　
（
☎
０
７
４
２
㉗
５
７
０
１
）

対 

象　
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒

業
者
（
平
成
28
年
３
月
に
中
学
校
卒
業

見
込
み
の
人
を
含
む
）

受 

付　
11
月
１
日（
日
）～
平
成
28
年
１
月

８
日（
金
）（
必
着
）

１
次
試
験　
平
成
28
年
１
月
23
日（
土
）

※	

そ
の
他
、
自
衛
官
候
補
生
（
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
男
子
）
の
募
集
も
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

陶
芸
「
土
の
会
」
作
品
展
の
ご
案
内

　
　
　

陶
芸
「
土
の
会
」
清
水

　
（
☎
０
７
４
５
�
６
８
６
４
）

　

第
12
回
作
品
展
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日（
土
）～
17
日（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　
中
央
公
民
館　

１
階
展
示
室

年
末
調
整
説
明
会

　
　

奈
良
税
務
署　

法
人
課
税
第
６
部
門

　
（
☎
０
７
４
２
㉖
７
６
２
８
）

　

奈
良
税
務
署
管
内
（
奈
良
市
・
天
理
市
・

生
駒
市
・
大
和
郡
山
市
、
生
駒
郡
）
の
源

泉
徴
収
義
務
者
（
事
業
主
）
を
対
象
に
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
年
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に

つ
い
て
の
説
明
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
18
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場 

所　
奈
良
県
文
化
会
館（
国
際
ホ
ー
ル
）

　

奈
良
市
登
大
路
町
６
‐
２

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

（
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０
）

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
、
職

場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
の

人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ
い
て
、
人

権
擁
護
委
員
が
無
料
・
秘
密
厳
守
で
電
話

相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　
11
月
16
日（
月
）～
22
日（
日
）

　
（
平
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
（
土
・
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問
合
せ　
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
７
４
２
㉓
５
４
５
７
）

　

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と

協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月

間
」
と
位
置
付
け
、
国
民
の
み
な
さ
ん
に

公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
国
民
年
金
に
つ
い
て

　

働
く
世
代
が
保
険
料
を
出
し
合
い
、
そ

れ
を
財
源
と
し
て
老
齢
世
代
に
年
金
を
支

給
す
る
、
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
の
仕

組
み
、
そ
れ
が
「
国
民
年
金
」
で
す
。
国

民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
を
支
え
る
だ
け

で
な
く
、
病
気
や
怪
我
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
、
配
偶
者
が
亡
く
な
り
遺
族
に
な
っ

た
と
き
に
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
額
１
５
，

５
９
０
円
で
す
。
未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ

る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

れ
な
い
場
合
や
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
際
の
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
保
険
料

を
納
付
す
る
か
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は

免
除
・
猶
予
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は

「
年
金
の
日
」
で
す

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
受
給
見
込

み
額
を
確
認
し
老
後
の
生
活
設
計
に
思
い

を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
と
し
て
、
11
月

30
日
（
い
い
み
ら
い
）
を
「
年
金
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
奈
良
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※	

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.nenkin.go.jp/

奈
良
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
７
４
２
㉟
１
３
７
２
）

● 

相　
　
談 

●

11
月
は

ね
ん
き
ん
月
間
で
す
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★龍田の錦汁★
材�料４人分　もみじ生麩20ｇ・そうめん20ｇ・しめじ30ｇ・ねぎ
15ｇ・だし汁600cc・しょうゆ小さじ２・酒小さじ1/2

作�り方　❶生麩は１㎝幅に切る。❷そうめんはゆでておく。❸しめ
じはほぐしておく。ねぎは小口切り。❹だし汁を調味し、生麩、
しめじを入れて煮上げる。❺器にそうめんを盛り付け、❹を入れ
ねぎを散らす。

栄
養
価　
１
人
分

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
35
㎉
・
塩
分
０
．
３
ｇ

〈
一
口
メ
モ
〉

　

秋
の
季
節
も
深
ま
り
つ
つ
あ
る
竜
田
川

の
周
辺
は
紅こ
う

葉よ
う

も
進
み
美
し
い
風
景
が
み

ら
れ
ま
す
。

　

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、
も
み
じ
の

彩
り
の
赤
・
黄
・
緑
で
、
も
み
じ
の
葉
の

形
を
し
た
生
麩
の
浮
か
ん
だ
す
ま
し
汁
を
、

竜
田
川
を
思
い
な
が
ら
食
べ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
の
地
元
食
材
の
も
み
じ
生
麩
を
味

の
記
憶
に
残
せ
る
よ
う
に
毎
年
秋
に
出
し

て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
も
一
度
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
今
日
の
献
立
〉

ご
は
ん
・
竜
田
揚
げ
・
ご
ぼ
う
と
豆
の
サ

ラ
ダ
・
龍
田
の
錦
汁

龍
田
の
錦

に
し
き

汁じ
る

～
斑
鳩
町
の
各
事
業
に
お
け
る
経
費

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
～

　

斑
鳩
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
、
施

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
、
一

人
あ
た
り
い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
か
な

ど
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
、

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
こ
で
、
斑
鳩
町
の
各
事
業
・
施
策
の

経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
連
載
で
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
一
人
あ
た
り
の
年
間
の

公
園
の
維
持
管
理
費
用
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
人
あ
た
り　
３
６
７
円（
税
込
）

公
園
の
維
持
管
理
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

公
園
内
の
草
刈
や
樹
木
の
剪
定
、

清
掃
な
ど
の
日
常
管
理
に
加
え

て
、
遊
具
の
新
設
、
点
検
や
修
繕
、
フ
ェ

ン
ス
や
看
板
な
ど
の
公
園
施
設
の
修
繕
や

改
修
も
行
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

日
常
管
理
や
施
設
管
理
に
は
、
一

年
間
で
ど
れ
く
ら
い
の
費
用
が
か

か
る
の
？平

成
26
年
度
の
実
績
で
は
、
光
熱

水
費
な
ど
を
含
め
る
と
１
０
，
１

０
８
，０
９
６
円
か
か
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

そ
の
中
で
も
、
草
刈
・
剪
定
や
清
掃
な
ど

の
日
常
管
理
に
は
、
５
，
９
３
１
，
０
５

４
円
、
遊
具
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
維
持
管

理
に
は
、３
，３
２
８
，５
６
０
円
か
か
っ

て
い
る
よ
。

斑
鳩
町
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
公
園

が
あ
る
の
？

斑
鳩
町
に
は
、
58
箇
所
の
公
園
が

あ
る
よ
。
で
も
、
こ
の
公
園
全
て

を
行
政
だ
け
で
管
理
し
て
い
く
の
は
難
し

い
ん
だ
。地

域
の
み
ん
な
も
協
力
す
る
こ
と

が
大
切
な
ん
だ
ね
。

そ
う
だ
ね
。
自
治
会
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
、
公
園
の

管
理
に
ご
協
力
い
た
だ
て
い
る
か
ら
、
い

つ
も
快
適
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん

だ
よ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
斑
鳩
町
で
は
、
住
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
る
ん
だ
よ
。

　

今
回
は
、
公
園
の
維
持
管
理
の
経
費
に

つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
斑
鳩
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

や
諸
施
策
な
ど
に
か
か
る
経
費
な
ど
に
つ

い
て
、
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
、
日
ご
ろ

の
取
り
組
み
や
行
動
の
一
助
に
、
ま
た
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

い
か
る
が
っ
子
の
給
食

～ 

み
ん
な
の

　
お
い
し
い

　
　
給
食
紹
介 

～

❽

連載 

み
ん
な
の
ケ
イ
ヒ

（
経
費
）

 

み
ん
な
の
ケ
イ
ヒ

（
経
費
）

経費

❺
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　ドメスティック・バイオレンス（DV）など、女性に対する暴力は、家庭内の問題や個人的な
問題として考えられがちで、表面に出にくい特徴があります。身近な間柄であっても、暴力は
決して許されるものではありません。一人で悩まないで、早めの相談が問題解決の第一歩です。

●斑鳩町女性のための相談（予約専用　☎0745-75-9269）
　専門の女性カウンセラーが、女性がかかえるさまざまな悩みなどの相談を面接や電話でお受
けしています。
日時　　毎月第２金曜　午前９時30分～午後０時30分　　　相談料　　　無料
　　　　毎月第４金曜　午後１時～４時　　　　　　　　　相談場所　　斑鳩町役場内会議室
　　　　※１人50分程度、予約制、祝日の場合は振替

●奈良県女性センター　女性相談コーナー（☎0742-22-1240）
　※電話相談、面接相談（予約制）
日時　　火～金曜　　午前９時30分～午後６時　　　　　　相談料　　　無料
　　　　土曜　　　　午前９時30分～午後８時　　　　　　相談場所　　奈良県女性センター
　　　　日曜・祝日　午前９時30分～午後５時
　　　　（月曜日が祝日の場合の直後の平日、年末年始を除く）

毎年
11月12日～

25日は、
「女性に対する暴力

をなくす運動」
期間です

　配偶者・パートナーからの暴力、性犯罪、セクシュ
アル・ハラスメント、ストーカー行為など女性に対
する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであ
り、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべ
き重要な課題です。
　こうした暴力をなくすには、被害者への援助を行
うとともに、私たち一人ひとりが人権を尊重し、暴
力は決して許されるものではないと認識することが
必要です。

　企画財政課（☎内線２５３）

「女性に対する暴力防止」啓発パネル展示を行います
日時：11月12日（木）～11月25日（水）　　場所：生き生きプラザ斑鳩　フリースペース

女性に対する暴力とは？あなたのまわりで、こんなことはありませんか？



●場所の記載がない場合、保健センターでの開催となります。
●斑鳩町に警報発令時には、検診・教室などを中止することがありますので「保健センター」へお問い合わせください。
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■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こころの健康相談
（精神保健福祉士による）11月16日㈪ 13：00～15：00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族の様子がおかしいなどの相談
栄 養 相 談
（栄養士による）

11月18日㈬・25日㈬
12月₄日㈮・₈日㈫ 10：00～16：30 各日

₃人
高血圧・高血糖・高コレステロールなど
の状態に応じた栄養相談

■ がん検診（集団）予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診
（容器提出日） 11月18日㈬ 9：00～

　11：00 35歳以上 ○容器は事前に保健センターで購入
してください。（容器代300円）

胃 が ん 検 診

11月27日㈮
11月28日㈯
今年度
最終です

8：30～
　10：00

35歳以上
（申込先着各20人）

○ 胃がん検診を受ける人は、検査前
日の夕食は消化の良いものにして、
午後9時までにすませてください。
検査当日の朝は、絶飲食です。
　 （水・煙草・薬も飲まないでくだ
さい）
※ 過去にバリウムを飲んで体調が悪
くなった人は申し込み時に必ずお
伝えください。
○ 喀痰の検査を希望する人は、当日、
容器を保健センターで購入してく
ださい。（容器代270円）

胃がん・肺がん
セット検診

8：30～
　10：00

40歳以上
（申込先着各70人）

肺 が ん 検 診 10：30～
　11：00

40歳以上
（申込先着各20人）

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

日
時　
12
月
５
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　

２
階　

大
会
議
室

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

定
員　
先
着
60
人

内
容　
「
大
人
の
発
達
障
害
に
つ
い
て
」

講
師　
奈
良
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授

　
　
　

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
し
ぎ
さ
ん
医
師

　

根
來　

秀
樹　

氏

申
込　
12
月
４
日（
金
）ま
で

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆４週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆�胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し
ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。
　※胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前にお申し込みください。

　毎年冬の時期は、インフルエンザが流行します。突然の38度
以上の発熱に、頭痛、関節痛、全身の倦怠感などを伴うのが特徴
で、潜伏期間が短く感染力が非常に強いので、一気に感染者が増
加してしまいます。

★ インフルエンザを予防する有効的な方法 ★
❶ インフルエンザウイルスを体内に入れない
◦人ごみを避ける
◦マスクを着用する
◦手洗いをこまめにする
◦部屋を適度な湿度に保つ

❷ インフルエンザウイルスを発症させない
　ウイルスの侵入を１００％防ぐことはできません。そこで力を
発揮するのが免疫力です。免疫力を高めて、ウイルスの発症を抑
えましょう。
◦バランスの良い食生活
◦適度な運動と十分な睡眠
◦体を冷やさない

❸ 予防接種で重症化を防ぐ
　65歳以上の高齢者は肺炎などの合併症を起こしやすいので、
できるだけ予防接種を受けましょう。

インフルエンザを予防しよう

家族そろってがん検診！



●申込先：保健センター（生き生きプラザ斑鳩内）土曜・日曜日、祝日休館
　☎0745�0001／ fax0745�0903　電話番号のかけ間違いにご注意ください。
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事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

2歳6か月児健診
（歯科） 11月19日㈭ 12：45～

13：15 Ｈ25年2・3月生
〇歯科診察、フッ素塗布
持物：母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、コップ
対象者には個人通知します。

3 歳 児 健 診
（内科・歯科） 11月26日㈭ 12：45～

13：30 Ｈ24年2・3月生

〇内科・歯科診察、身体計測、フッ素塗布など
持物： 母子健康手帳、問診票、朝一番の尿、コッ

プ、歯ブラシ
対象者には個人通知します。

子 育 て 教 室 12月4日㈮ 9：45～
　10：00

1歳6か月～
3歳児

○テーマ「風邪を吹きとばそう」
内容： 手遊び、ペープサート、臨床心理士による

子育てアドバイス
申込：11月2日（月）～12月3日（木）
先着25組

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 12月7日㈪ 9：30～

　11：00 就学までの児

〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：11月2日（月）～12月4日（金）
先着80人

マザーズサロン 12月8日㈫ 13：30～
　15：00

妊娠中の人
産後間もない人

〇助産師が母乳育児のアドバイスをします。
申込：12月7日（月）まで

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 12月10日㈭ 12：45～

13：30 Ｈ26年4・5月生
〇内科・歯科診察、身体計測など
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

離 乳 食 教 室 12月14日㈪ 13：15～
13：30 Ｈ27年8・9月生

〇離乳食の話と試食
持物：母子健康手帳、筆記用具、お茶、タオル
申込：12月11日（金）まで

わんぱく広場 12月15日㈫ 9：45～
10：00 Ｈ27年2・3月生

○事故防止・離乳食の進め方についての話など
持物：母子健康手帳、筆記用具、お茶、タオル
申込：12月14日（月）まで

対
象

・	

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
申
請
日
に

１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
夫
婦

・	

不
妊
症
ま
た
は
不
育
症
と
診
断
さ
れ
て

治
療
を
受
け
て
い
る
人

・
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

・	

夫
婦
の
前
年
の
合
計
所
得
が
７
３
０
万

円
未
満
の
人

・
町
税
を
完
納
し
て
い
る
人

対
象
と
な
る
治
療
お
よ
び
費
用

・	

体
外
受
精
・
顕
微
授
精
以
外
の
不
妊
治

療
ま
た
は
不
育
治
療

・	

治
療
費
・
検
査
費
用
・
薬
剤
費
（
た
だ

し
、
文
書
料
・
個
室
料
・
食
事
代
な
ど

は
除
く
）

助
成
期
間

　

申
請
し
た
年
度
よ
り
５
年
間

助
成
額

・	

一
般
不
妊
治
療
…
自
己
負
担
額
の
う
ち

上
限
７
万
円

・	

不
育
治
療
…
自
己
負
担
額
の
う
ち
上
限

10
万
円

申 

請
方
法　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
交
付
の
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
申
請
は
１
年
度
に
つ
き
１
回
）

※	

申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
不
妊
治
療
・
不
育
治
療
費
の

一
部
助
成



11月号
平成27年11月1日発行

（通巻602号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₂₇₃人
　　（前月比　＋10）
　　男₁₃,₃₇₅人
　　女₁₄,₈₉₈人

　 　₁₁,₃₇₇世帯
　　（前月比　＋₂）
（平成27年９月30日現在）
問合せ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7−12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　すっかり秋も深まり、紅葉
シーズンとなりました。今年
も竜田川の紅葉を見に、たく
さんの人が訪れることでしょ
う。百人一首には竜田川の紅
葉を詠んだ歌が２首も収めら
れています。昔の人たちも同
じように紅葉を楽しんでいた
と思うと感慨深いですね。�お

広報

ホームページ
http://www.town.
�������ikaruga.nara.jp/
Eメール��info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）

●
お
す
す
め
の
本
●

282015.11  広報 

お
は
な
し
会
・
読
み
聞
か
せ

■ 

町
立
図
書
館

水
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
11
月
11
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～

協
力　
ひ
こ
は
な
絵
本
の
会

対
象　
０
歳
～
６
歳

土
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
11
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
３
時
～

協
力　
お
は
な
し
さ
ん
ぽ

対
象　
０
歳
か
ら

場
所　
い
ず
れ
も
多
目
的
室

定
員　
各
25
人

　

	（
先
着
順
。
会
場
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
場
合
は
、
子
ど
も
さ

ん
を
優
先
と
し
ま
す
）

■ 

中
央
公
民
館
図
書
室

０
歳
か
ら
の
絵
本
の
じ
か
ん

日
時　
11
月
10
日（
火
）

　
　
　

午
前
11
時
～

図
書
展
示

　
11
月
の
展
示
テ
ー
マ
は

　
「
文
化
の
秋
・
芸
術
の
秋
」で
す
。

12
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
を

無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
催
し
で

す
。

対 

象　
６
か
月
以
降
１
歳
未
満
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

＊	

保
護
者
だ
け
で
も
受
取
可
能
で

す
。

日
時　
12
月
４
日（
金
）

　
　
　

12
月
５
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
町
立
図
書
館

持
物　

	

母
子
健
康
手
帳
・
絵
本
ひ

き
か
え
券

＊	

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
・
説
明
を
ご
希
望
の

人
は
、
左
記
の
時
間
帯
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
　

12
月
４
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　
　

12
月
５
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　�毎 年11月12日 ～25日 は、
「○○に対する暴力をなくす
運動」期間です。さて何でしょう？

〈11月12日㈭必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198	斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

10月号のクイズの答　キエーロ（応募総数18）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

　
画
才
と
文
才
に
優
れ
た
幕
末
の

下
級
武
士
が
日
々
の
生
活
を
つ

づ
っ
た
絵
日
記
（
武む
さ
し蔵

国の
く
に

忍お
し

藩は
ん

士し

　
尾お

崎ざ
き

石せ
き

城じ
ょ
う

の
『
石
城
日
記
』）

の
解
説
本
。

　
毎
日
の
献
立
や
周
囲
の
人
々
と

の
交
流
、
季
節
の
行
事
な
ど
、
質

素
だ
が
心
豊
か
な
暮
ら
し
ぶ
り
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
和
や
か
な
生
活
の
中
に
突
然
の

自
宅
謹
慎
（
門
戸
）、
義
弟
の
皇

女
和か
ず
の

宮み
や

降こ
う

嫁か

の
警
備
出
立
な
ど
、

当
時
の
世
相
も
反
映
さ
れ
、
興
味

深
く
読
め
る
内
容
で
す
。

大
岡　

敏
昭
著

　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

『
武
士
の
絵
日
記
』

お
知
ら
せ

●申込・問合せ　町立図書館
☎ 0745�7733
fax 0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/ 図書館図書館図書館


